
東京農大農学集報

平成 年 月 日受付 平成 年 月 日受理

東京農業大学農学部バイオセラピ 学科
東京農業大学農学部農学科

神奈川県に位置する東京農業大学厚木キャンパスは半自然草地が残されている 資源循環型農業を
キャンパス内ですすめるために これらの草地の植生管理によって生じる刈り草を堆肥化した際 刈り草に
含まれる種子の死滅に及ぼす温度と加温日数の影響を明らかにした キャンパス内に生育するスイバ

ギシギシ タデ科 アブラナ
アブラナ科 およびイヌムギ イネ科 の 種の種子を用い実
験した結果 および の加温では すべての種において加温処理日数が長くなるに連れて発芽
率は低下した また 加温処理温度が高くなるに連れてすべての種で発芽率は低下した 温度区では
種すべてにおいて加温処理日数 日で全く発芽が観察されなかった

半自然草地 植生管理 刈り草 堆肥 種子発芽 温度耐性

で混入した雑草種子を死滅させるには 堆肥調製における
発酵過程で 高温化させることが有効であることが報告さ

神奈川県に位置する東京農業大学厚木キャンパスには れている また 堆肥調製過程の発酵に伴う温度と雑草
雑木林や農地周辺および道路法面に半自然草地があり 二 種子の発芽率の関係は 種によって様 であることも明ら
次的な自然環境が残されている このような二次的な自 かにされている しかし 発酵温度およびその時間と雑
然環境は これまで里地環境として農村地域に広がり 農 草種子の発芽率の関係は不明な種が多い 本研究では キャ
業や農村の生活に利用されてきた 特に里地周辺の半自 ンパス内の半自然草地より得られた植物群の種子が死滅に
然草地は採草地や放牧地として生産的な利用に用いられ 至る温度とその加温日数の影響について検討し 堆肥調製
草刈や放牧 火入れなどの人為的な管理によって遷移が抑 に際し草地種子の温度耐性を明らかにした
止されてきた しかし 戦後の農業や生活様式の変化に
伴い 利用されなくなった里地の環境は荒廃し 都市近郊
の里地は開発により消失して行った 厚木キャンパスでは 月上旬に一回目の刈り取り作業
これらの環境の保全は景観の維持だけではなく 様 な が例年行われている この時期は春植物の種子熟季に当た
生き物の生息 生育の場を提供し 生物多様性の保全の場 ることから この季節の草地群落より得られる刈り草の堆
として果たす役割は大きい このことから 都市近郊に 肥化による種子生存率を明らかにすることを目的とした
位置する厚木キャンパスに残されたこのような二次的な自 材料は 月季の厚木キャンパスの半自然草地および周辺
然環境を維持管理していくことは極めて重要である 現 部に優占して生育する スイバ ギシギ
在 厚木キャンパス内の植生管理は景観維持のため 草地 シ タデ科 アブ
で年に から 回の刈り取り作業が行われている しか ラナ アブラナ科 およびイヌ
し これらの刈り取りで生じた刈り草の有効利用は現在行 ムギ イネ科 の 種
われていない そこで植生管理によって生じる刈り草を堆 を用いた ギシギシ スイバ イヌムギは 全国的に畑地
肥の資材として有効利用する計画を進めている これに もしくは果樹園の主要雑草として扱われている 一方
よって得られた堆肥を農場用地に還元することで キャン アブラナは 農場圃場で作物として栽培されていたもの
パス内の資源循環型農業の確立をすすめると共に永続的な が 半自然草地や周辺部に逸出し増殖したと考えられる
二次的な自然の保全を目標としたい これらの対象種の種子を堆肥調製時の発酵過程で生じる
しかし 刈り草を農場用地に還元した際に それらに含 温度域を実験的に設定し 加温処理とその処理期間に伴う
まれる種子から生じる雑草が問題になる 堆肥の調製過程 発芽率の変化を調査した 材料として用いた種子は 月
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刈り草に含まれる種子の死滅に及ぼす温度と加温日数の影響

東京農業大学厚木キャンパスにおける半自然草地の
植生管理のために生じる刈り草の堆肥利用
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東京農業大学厚木キャンパスにおける半自然草地の植生管理のために生じる刈り草の堆肥利用

低温処理種子と無処理種子の 日間における発芽率

低温無処理区における 種の種子発芽率

に厚木キャンパス内で採集し 自然乾燥後 室温状態で保
存した 加温処理実験に用いた種子は 刈り取り後直ちに
堆肥化をすすめることを前提として 各種の種子は低温処
理などの休眠打破などを行っていないものを用いたが 加
温処理後の発芽率がそれぞれの休眠性による影響によるこ
とも考えられることから 休眠打破のために各種の種子を
低温 暗条件で ケ月間低温処理を施した種子と
無処理種子との発芽率を調査した
これまでの研究により雑草植物種子に施した温度条件で
は から種子発芽率が低下し始め で死滅率が

になることが明らかにされている このことから本
研究では加温処理温度を および加温無処
理の 区を設定し それぞれの温度区で

日および 日間の加温処理を行って 発芽試験に
供した 加温処理はそれぞれの温度条件に設定した恒温器
を用いた 発芽の観察は 日ごとに行い 各温度区で発芽
個体が観察されなくなるまで行った また 発芽実験中に
種子がカビに侵されるのを軽減するために 種子をそれぞ
れ アンチホルミン 別名 次亜塩素酸ナトリウム に

分浸けた後 培養用シャ レに置床した 発芽環境
は各種の種子 粒を脱脂綿を敷いた直径 シャ レ
に置床し 蒸留水で保湿状態を保ち 明条件と
した

各種の低温処理を施した種子と無処理種子の発芽率は 温度区では すべての種において加温処理日数が長くなる
スイバを除く 種 アブラナ ギシギシ イヌムギ にお に連れて発芽率は徐 に低下した また 加温処理温度が
いては低温処理区および無処理区ともに 以上の高い 高くなるに連れてすべての種でその発芽率は低下した
発芽率が観察された 表 また無処理区における発芽日 温度区では 種すべてにおいて加温処理日数 日で
数は スイバを除いた 種は実験開始 日目から 以 全く発芽が観察されなかった
上の発芽が観察された 図 このことからアブラナ ギ
シギシおよびイヌムギは種子休眠性が弱いことが明らかに
なった しかし スイバは低温処理区および無処理区とも 本実験により今回用いた 種は全て 日処理で種
実験開始 日目から発芽が観察されたが その発芽率は 子が死滅することが明らかになった の加温の場合

以下であった 種子の死滅には アブラナとギシギシで 日間 イヌムギ
各種の種子に対し 置床前に加温温度 段階および加温 とスイバで 日間の加温処理が必要であった 温度耐性は
日数 段階の処理を行った結果 図 アブラナの種子発 アブラナのみが 日間処理区において発芽が観察さ
芽は および 日処理区では加温無処理区の発 れたことから今回の実験に用いた 種の中では アブラナ
芽率とほとんど差が見られず 日処理区で約半分に発芽 が最も熱に対する耐性が強いことが明らかになった 次い
率が低下し 日処理区で発芽は観察されなかった で 日間処理区で発芽が観察されたギシギシであっ

日処理区では種子の発芽率が 以下に低下し た またスイバは加温処理を 日から 日行った処理区で
日処理区で完全に発芽は観察されなかった イヌムギは 発芽が観察され 日処理区では の発芽率を示
全ての加温処理区で加温無処理区より発芽率は低かった し 低温処理および無処理区の発芽率よりも高かった 種
が および 日処理区で発芽は観察され 子の休眠打破に高温処理が有効であることが報告されてお
なかった ギシギシは全ての加温処理区で加温無処理区と り スイバにおいても高温処理により種子の休眠が打破
比較すると発芽率は低く 日 日および されたためと考えられる

日処理区で発芽が観察されなかった しかし ス 刈り草の堆肥化は 乾燥させた刈り草を 水分調整の資
イバは加温無処理区よりも および 日 材として 家畜ふんと混和し堆肥調製する利用と 刈り草
処理区で発芽率が高くなった 日処理区お だけを積んで 堆肥にする利用が考えられる 家畜ふんと
よび 日処理区ではいずれも発芽が観察されなかっ 混和して堆肥調製をした場合 堆積糞表面では
た 中層部では 前後 夏期には最高で まで上昇 お
本実験の加温処理区において および の よび上層部では に達し その温度は約 日間維

表

図

結 果

考 察
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宮本 平野 浅賀 廣瀬

アブラナ ギシギシ イヌムギおよびスイバの種子に対する加温温度と加温処理日数が発芽率に及ぼす影響
加温無処理区は最大発芽率を示した

野副健司 宮本 太 東京農業大学厚木キャンパス
における植物多様性の保全 東京農業大学農学集報 印
刷中
藤井英二郎 農村生態系と雑木林 亀山章 編 雑
木林の植生管理 その生態と共生の技術 ソフトサイエン
ス社 東京
横張 真 栗田英治 里山の変遷と現状 里山の変
容メカニズム 武内和彦 鷲谷いづみ 恒川篤史 編 里
山の環境学 東京大学出版 東京

持されることが報告されている そのため堆肥表面に今 また 本研究では 加温処理による種子の発芽能力消失の
回実験に用いた 種 および上層部にアブラナおよびギシ 原因を明らかにすることはできなかったが で種子内
ギシの種子があった場合は これらの種子の発芽能力を消 タンパク質変性がおこるといわれている このことか
失させることは難しいと考えられる 更に 今回は材料と ら 今後さらに加温処理による種子内タンパク質の変性メ
して用いなかったがイチビのように発芽温度が の環 カニズムを解析する必要性がある さらに 半自然草地よ
境下に 日処理されても の発芽率を示し 高温に強い り得た刈り草を用い 実際に堆肥調製を実施し その際に
耐性を持つ種もある このような植物の種子は堆積糞の 混入する種子発芽能力の変化を明らかにする必要がある
中層部に埋没しないと種子の発芽能力を消失させることは 二次的自然である半自然草地の今後の管理方法についても
困難である これらのことから種子の発芽を完全に防ぐた 生物多様性の保全を考え どのような植生管理が今後必要
めには堆積糞の切り返しなどを繰り返すことが不可欠であ であるかを検討し キャンパス内における資源循環型農業
る 一方 刈り草のみで堆肥調製をした場合 稲わら 小 の確立を進めたい
麦稈の事例から 家畜ふんと混和した場合より温度上昇
程度が小さいと考えられることから 堆肥発酵温度により 英文要約はハ バ ド大学 教授に
種子の発芽能力を完全に消失させることは難しいと考えら 校閲していただき ここに記して感謝をいたします
れる そのため発酵温度を上昇させる方法を今後検討する
必要がある
堆肥の発酵温度が 以上になれば堆肥中の多くの種

子は発芽能力を失うことが明らかにされている しかし
これまで明らかにされている種子の温度耐性は飼料作物栽
培地や牧草地に生じる雑草種群に限られている 現在
キャンパス内の半自然草地では 種類の植物が記録され
ている このことから今後さらに半自然草地に生じる植
物による同様な追試験を行うとともに 生育地の環境と発
芽能力および休眠性の関係について解明する必要がある
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東京農業大学厚木キャンパスにおける半自然草地の植生管理のために生じる刈り草の堆肥利用
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IYAMOTO IRANO SAGA

IROSE

: Semi-natural grasslands remain on the Atsugi Campus of Tokyo University of Agricul-

ture. To manage the vegetation of the grasslands, the grass is periodically cut. Composting the grass

cuttings on campus is sound recycling practice. The compost can then be used as a soil supplement

to improve agriculture. We conducted this study to examine the e ect of temperature and duration

of heat exposure on weed seed viability in the cut grass. Four species, L.,

Houtt., L. and Vahl, which commonly occur in semi-natural

grasslands on the campus in the spring, were selected for study. The rate of germination of each

species decreased after long exposure to heat when treated at , and . The seeds of all four

species were killed by exposure to temperatures of for one day.

: Semi-natural grassland, Vegetation management, Cutting grasses, Compost, Seed

germination, Heat tolerance
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